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サマリー

 TOPICS
• 当社インターネット取引システム「TradeAgent」をアップデートし、新たなシステムを提供開始。
   米国株式の取引機能に、信用取引機能、外貨管理機能を搭載、新NISAにも対応。
• 株式会社ウィルテック社にて、当社メタバースプラットフォーム「Meta Village」が採用。

 2024年12月期 業績予想
• 売上⾼4,400百万円、営業利益180百万円を⾒込む。
• 株主還元は1株当たり20円の配当を予定。

 2023年12月期 概況
• 連結ベース 売上高3,753百万円 営業利益31百万円 当期純利益▲53百万円
• 金融ソリューション事業で新NISAシステムの提供が順調に推移。
• セキュリティ強化、デジタルコマースなど事業拡大に向けた先行投資や採用・育成などの人材投資を実施。

 事業環境認識・当社の取り組み
• 当社の主軸である金融・証券業界のIT投資意欲はコロナによる制限緩和後も旺盛。
• 事業領域拡大、ビジネスモデル転換、2つの成長戦略を継続して実施し、規模、収益力を拡大。
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1. 2023年12月期 概況

はじめに
2023年12月期 概況、

続いて
TOPICSと事業環境認識・当社の取り組み、

最後に
2024年12月期 業績予想

についてご説明させていただきます。

株式会社トレードワークス浅見でございます。

はじめに、能登半島地震で被災された皆様や、
そのご家族に心からお見舞い申し上げます。
今回もオンラインでの説明会とさせていただきます。 

それでは2023年12月期 連結決算の概況をご説明させ
ていただきます。
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1. 2023年12月期 概況

まず、2023年12月期 概況についてご説明させてい
ただきます。

2023年12月期 連結業績につきましては、新NISAシ
ステムの提供が順調に推移しましたが、セキュリ
ティ強化、デジタルコマースなど事業拡大に向けた
先行投資を行った結果、
売上高は37億5,300万円
営業利益は3,100万円
純利益はマイナス5,300万円

となりました。
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1. 2023年12月期 概況

続きまして2023年12月期 業績につきましては
主力の金融システムが堅調に推移したことに加え、
ペガサス・システムが第4四半期より売上に貢献し、
増収となりました。
損益面につきましては、セキュリティ対策の強化や、
事業拡大に向けたデジタルコマース関連への投資、
本社移転費用により大幅な減益となりました。

2023年重点施策の振り返りについてです。
当グループは積極的なIT投資需要に対し、既存・新規
顧客への新規案件の提案を強化しました。
また、金融システムのノウハウを活かし、メタバース
領域へのプラットフォームを提供するほか、デジタル
コマースなどの新規事業へ積極的に投資しました。
さらに、より大きなプロジェクトに対応できるよう、
積極的な採用活動を実施しました。
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1. 2023年12月期 概況

続きまして四半期推移につきましては、2023年度
第４四半期にリリースが集中した結果、
売上高は11億7,800万円
営業利益は7,800万円

の利益となりましたが、通年では大きく減益となり
ました。

続きまして営業利益増減要因につきましては、
成長に向けた先行投資を行っていることから粗利率
が低下し、
営業利益は3,100万円

となりました。
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1. 2023年12月期 概況

続きまして貸借対照表につきましては、
総資産は、前期に比べ、子会社取得に伴うのれん勘
定の増加及び、本社移転に伴う固定資産の増加によ
り、前期末より８億６,500万円増加し、
30億4,300万円となりました。
流動負債は、前期に比べ、借入金の増加及び本社移
転費用・工事費等の未払金増加により、前期末より
５億800万円増加し、10億４,700万円となりまし
た。
純資産は、前期末より7,800万円減少し、
13億8,500万円となりました。

続きましてエンジニア数の推移につきましては、
今後の事業拡大及び大型案件にも対応できる人材
獲得・育成に努めた結果、
2023年12月末時点でのエンジニア数は201名となり、
内訳は表の通りとなりました。
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2. TOPICS

続きましてトピックスです。

当社インターネット取引システム「TradeAgent」
をアップデートし、新たなシステムの提供を開始し
ました。

米国株式の取引機能に、信用取引機能、外貨管理機
能を搭載し、新NISAへの対応を行いました。
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2. TOPICS

株式会社ウィルテック社におきまして、当社メタ
バースプラットフォーム「Meta Village」が採用さ
れました。

企業の魅力醸成に向けたコンテンツの運営、ニュー
ノーマルにおける採用活動を実現しました。
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3. 事業環境認識・当社の取り組み

続きまして事業環境認識・当社の取り組みについて
ご説明させていただきます。

当社の事業環境につきましては、
市場資金等の流入により、金融取引市場は活況であ
り、当社の主軸であります金融・証券業界では、IT
投資意欲が旺盛であると捉えております。
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3. 事業環境認識・当社の取り組み

2024年12月期の位置づけと重点施策といたしまし
ては、中期経営計画で掲げております5ヵ年で、
2.4倍の企業規模の拡大を成し遂げるため、既存事
業の拡大、新規事業の本格展開開始に加え、フィン
テックなどをはじめとする次世代金融テクノロジー
への取り組みを開始いたしました。

重点施策は
主軸事業の深耕、証券インターネット取引システム
領域のシェア拡大、
新事業の収益化に向け事業者との資本・業務提携の
関係強化、
AI・IoT技術の利用やフィンテックによる新しい
サービスの開発、
働き方改革、人手不足解消など生産性向上策といっ
た高需要領域への進出、
以上を重点施策として推進してまいります。

当社の成長戦略としましては、収益基盤の安定化を
図るため、「開発・フロー型」 から、サービスを
提供する 「利用型・ストック型」 へのビジネスモ
デル転換は引き続き推進してまいります。
また、コアビジネスに加え、新ビジネス及び新領域
への事業拡大を図り、規模・収益力の拡大に努め、
経営基盤の構築を図ってまいります。
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4. 2024年12月期業績予想

続きまして2024年12月期 連結業績予想についてご説
明させていただきます。

2024年12月期 連結業績予想につきましては、
売上高は44億円
営業利益は1億8,000万円

としております。
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4. 2024年12月期業績予想

最後に株主還元につきましては、
一株あたり20円の配当を予定しております。

以上、2023年12月期 決算のご説明とさせていただ
きます。

ご視聴ありがとうございました。
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5. ご参考）中期経営計画 2022年～2026年
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5. ご参考）中期経営計画 2022年～2026年
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6. appendix
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6. appendix
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